
JP 2021-506712 A5 2022.1.4

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和4年1月4日(2022.1.4)

【公表番号】特表2021-506712(P2021-506712A)
【公表日】令和3年2月22日(2021.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2021-009
【出願番号】特願2020-533063(P2020-533063)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/087    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  13/00     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  13/02     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   9/08     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  70/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ    3/087    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   13/00     　　　　
   Ｃ０３Ｃ   13/02     　　　　
   Ｄ０１Ｆ    9/08     　　　Ａ
   Ｄ０１Ｆ    9/08     　　　Ｂ
   Ｂ２９Ｃ   70/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月16日(2021.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全組成物の質量に対する質量パーセンテージとして表して、
　５５．０～６０．４質量％の量のＳｉＯ2、
　１９．０～２５．０質量％の量のＡｌ2Ｏ3、
　７～１２．０質量％の量のＣａＯ、
　８．０～１５．０質量％の量のＭｇＯ、
　０～１．０質量％の量のＮａ2Ｏ、
　０．５質量％未満の量のＬｉ2Ｏ、および
　０．０～１．５質量％の量のＴｉＯ2

を含むガラス組成物であって、ＳｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、ＭｇＯ、およびＣａＯを合わせた量
が、少なくとも９８質量％であり且つ９９．５質量％未満であり、前記組成物が、０．２
質量％未満のＢ2Ｏ3を含み、Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が１．８以下であり、
前記ガラス組成物が、２５００°Ｆ（１３７１℃）以下の繊維化温度および２３０５°Ｆ
（１２６３℃）以下の液相温度を有する、ガラス組成物。
【請求項２】
　ＳｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、ＭｇＯ、およびＣａＯを合わせた量が、９８．７～９９．３質量
％である、請求項１に記載のガラス組成物。
【請求項３】
　ＭｇＯおよびＣａＯを合わせた量が、２０質量％よりも大きい、請求項１または２に記
載のガラス組成物。
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【請求項４】
　ＭｇＯおよびＣａＯを合わせた量が、２２質量％未満である、請求項１～３のいずれか
１項に記載のガラス組成物。
【請求項５】
　１９．５～２１質量％のＡｌ2Ｏ3を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載のガラス
組成物。
【請求項６】
　前記Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が、１．４６～１．８である、請求項１～５
のいずれか１項に記載のガラス組成物。
【請求項７】
　Ｂ2Ｏ3を本質的に含まない、請求項１～６のいずれか１項に記載のガラス組成物。
【請求項８】
　Ｌｉ2Ｏを本質的に含まない、請求項１～７のいずれか１項に記載のガラス組成物。
【請求項９】
　Ｆｅ2Ｏ3、ＴｉＯ2、Ｋ2Ｏ、およびＮａ2Ｏを合わせた量が、１．５質量％よりも小さ
い、請求項１～８のいずれか１項に記載のガラス組成物。
【請求項１０】
　５５．０～６５．０質量％の量のＳｉＯ2、
　１９．０～２５．０質量％の量のＡｌ2Ｏ3、
　７～１２．０質量％の量のＣａＯ、
　８．０～１５．０質量％の量のＭｇＯ、
　０～１．０質量％の量のＮａ2Ｏ、
　０．５質量％未満の量のＬｉ2Ｏ、および
　０．０～１．５質量％の量のＴｉＯ2

を含むガラス組成物であって、ＳｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、ＭｇＯ、およびＣａＯを合わせた量
が、少なくとも９８質量％であり且つ９９．５質量％未満であり、前記組成物が、０．２
質量％未満のＢ2Ｏ3を含み、ＣａＯおよびＭｇＯの合計質量パーセンテージが２０質量％
よりも大きく、Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が１．８以下であり、前記ガラス組
成物が、２５００°Ｆ（１３７１℃）以下の繊維化温度を有する、ガラス組成物。
【請求項１１】
　１９．５～２１質量％のＡｌ2Ｏ3を含む、請求項１０に記載のガラス組成物。
【請求項１２】
　Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が、１．４６～１．８である、請求項１０～１１
のいずれか１項に記載のガラス組成物。
【請求項１３】
　Ｂ2Ｏ3を本質的に含まない、請求項１０～１２のいずれか１項に記載のガラス組成物。
【請求項１４】
　Ｌｉ2Ｏを本質的に含まない、請求項１０～１３のいずれか１項に記載のガラス組成物
。
【請求項１５】
　全組成物の質量に対する質量パーセンテージとして表して、
　５５．０～６０．４質量％の量のＳｉＯ2、
　１９．０～２５．０質量％の量のＡｌ2Ｏ3、
　７～１２．０質量％の量のＣａＯ、
　８．０～１５．０質量％の量のＭｇＯ、
　０～１．０質量％の量のＮａ2Ｏ、
　０．５質量％未満の量のＬｉ2Ｏ、および
　０．０～１．５質量％の量のＴｉＯ2

を含むガラス組成物から形成されたガラス繊維であって、ＳｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、ＭｇＯ、
およびＣａＯを合わせた量が、少なくとも９８質量％であり且つ９９．５質量％未満であ
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り、前記組成物が、０．２質量％未満のＢ2Ｏ3を含み、Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセン
ト比が１．８以下であり、前記ガラス繊維が、少なくとも４８００ＭＰａの引張り強さお
よび８７～９２ＧＰａのヤング率を有する、ガラス繊維。
【請求項１６】
　前記Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が、１．４６～１．８である、請求項１５に
記載のガラス繊維。
【請求項１７】
　３３．０～３６．０ＭＪ／ｋｇの比弾性率を有する、請求項１５～１６のいずれか１項
に記載のガラス繊維。
【請求項１８】
　請求項１に記載の溶融組成物を用意する工程、および
　前記溶融組成物をオリフィスに通して引き伸ばして、連続ガラス繊維を形成する工程
を含む、連続ガラス繊維を形成する方法。
【請求項１９】
　ポリマー母材と、
　全組成物の質量に対する質量パーセンテージとして表して、
　５５．０～６０．４質量％の量のＳｉＯ2、
　１９．０～２５．０質量％の量のＡｌ2Ｏ3、
　７～１２．０質量％の量のＣａＯ、
　８．０～１５．０質量％の量のＭｇＯ、
　０～１．０質量％の量のＮａ2Ｏ、
　０．５質量％未満の量のＬｉ2Ｏ、および
　０．０～１．５質量％の量のＴｉＯ2

を含むガラス組成物から形成された複数のガラス繊維であって、ＳｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、Ｍ
ｇＯ、およびＣａＯを合わせた量が、少なくとも９８質量％であり且つ９９．５質量％未
満であり、前記組成物が、０．２質量％未満のＢ2Ｏ3を含み、Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パ
ーセント比が２．０未満であり、前記ガラス繊維が少なくとも４８００ＭＰａの引張り強
さを有する、複数のガラス繊維と
を含む、強化複合生成物。
【請求項２０】
　風力翼の形態である、請求項１９に記載の強化複合生成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　本出願の発明について、全体的にかつ特定の実施形態に関してこれまで記述してきた。
本発明を、好ましい実施形態と考えられるものについて述べてきたが、当業者に知られる
広く様々な代替例を、包括的開示の範囲内で選択することができる。本発明は、以下に示
す請求項の列挙を除き、他に限定するものではない。
　本発明の好ましい態様は、下記の通りである。
〔１〕全組成物の質量に対する質量パーセンテージとして表して、
　５５．０～６０．４質量％の量のＳｉＯ2、
　１９．０～２５．０質量％の量のＡｌ2Ｏ3、
　７～１２．０質量％の量のＣａＯ、
　８．０～１５．０質量％の量のＭｇＯ、
　０～１．０質量％の量のＮａ2Ｏ、
　０．５質量％未満の量のＬｉ2Ｏ、および
　０．０～１．５質量％の量のＴｉＯ2
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を含むガラス組成物であって、Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が２．０未満であり
、２５００°Ｆ（１３７１℃）以下の繊維化温度を有する、ガラス組成物。
〔２〕ＳｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、ＭｇＯ、およびＣａＯを合わせた量が、少なくとも９８質量
％であり且つ９９．５質量％未満である、前記〔１〕に記載のガラス組成物。
〔３〕ＭｇＯおよびＣａＯを合わせた量が、２０質量％よりも大きい、前記〔１〕または
〔２〕に記載のガラス組成物。
〔４〕前記ＭｇＯおよびＣａＯを合わせた量が、２２質量％未満である、前記〔１〕～〔
３〕のいずれか１項に記載のガラス組成物。
〔５〕１９．５～２１質量％のＡｌ2Ｏ3を含む、前記〔１〕～〔４〕のいずれか１項に記
載のガラス組成物。
〔６〕前記Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が、１．８以下である、前記〔１〕～〔
５〕のいずれか１項に記載のガラス組成物。
〔７〕Ｂ2Ｏ3を本質的に含まない、前記〔１〕～〔６〕のいずれか１項に記載のガラス組
成物。
〔８〕Ｌｉ2Ｏを本質的に含まない、前記〔１〕～〔７〕のいずれか１項に記載のガラス
組成物。
〔９〕Ｆｅ2Ｏ3、ＴｉＯ2、Ｋ2Ｏ、およびＮａ2Ｏを合わせた量が、１．５質量％よりも
小さい、前記〔１〕～〔８〕のいずれか１項に記載のガラス組成物。
〔１０〕５５．０～６５．０質量％の量のＳｉＯ2、
　１９．０～２５．０質量％の量のＡｌ2Ｏ3、
　７～１２．０質量％の量のＣａＯ、
　８．０～１５．０質量％の量のＭｇＯ、
　０～１．０質量％の量のＮａ2Ｏ、
　０．５質量％未満の量のＬｉ2Ｏ、および
　０．０～１．５質量％の量のＴｉＯ2

を含むガラス組成物であって、ＣａＯおよびＭｇＯの合計質量パーセンテージが２０質量
％よりも大きく、Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が２．０未満であり、２５００°
Ｆ（１３７１℃）以下の繊維化温度を有する、ガラス組成物。
〔１１〕１９．５～２１質量％のＡｌ2Ｏ3を含む、前記〔１０〕に記載のガラス組成物。
〔１２〕Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が、１．８以下である、前記〔１０〕～〔
１１〕のいずれか１項に記載のガラス組成物。
〔１３〕Ｂ2Ｏ3を本質的に含まない、前記〔１０〕～〔１２〕のいずれか１項に記載のガ
ラス組成物。
〔１４〕Ｌｉ2Ｏを本質的に含まない、前記〔１０〕～〔１３〕のいずれか１項に記載の
ガラス組成物。
〔１５〕全組成物の質量に対する質量パーセンテージとして表して、
　５５．０～６０．４質量％の量のＳｉＯ2、
　１９．０～２５．０質量％の量のＡｌ2Ｏ3、
　７～１２．０質量％の量のＣａＯ、
　８．０～１５．０質量％の量のＭｇＯ、
　０～１．０質量％の量のＮａ2Ｏ、
　０．５質量％未満の量のＬｉ2Ｏ、および
　０．０～１．５質量％の量のＴｉＯ2

を含むガラス組成物から形成されたガラス繊維であって、Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセ
ント比が２．０未満であり、少なくとも４８００ＭＰａの引張り強さを有する、ガラス繊
維。
〔１６〕前記Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量パーセント比が、１．８以下である、前記〔１５〕
に記載のガラス繊維。
〔１７〕少なくとも３２．０ＭＪ／ｋｇの比弾性率を有する、前記〔１５〕～〔１６〕の
いずれか１項に記載のガラス繊維。
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〔１８〕前記〔１〕に記載の溶融組成物を用意する工程、および
　前記溶融組成物をオリフィスに通して引き伸ばして、連続ガラス繊維を形成する工程
を含む、連続ガラス繊維を形成する方法。
〔１９〕ポリマー母材と、
　全組成物の質量に対する質量パーセンテージとして表して、
　５５．０～６０．４質量％の量のＳｉＯ2、
　１９．０～２５．０質量％の量のＡｌ2Ｏ3、
　７～１２．０質量％の量のＣａＯ、
　８．０～１５．０質量％の量のＭｇＯ、
　０～１．０質量％の量のＮａ2Ｏ、
　０．５質量％未満の量のＬｉ２Ｏ、および
　０．０～１．５質量％の量のＴｉＯ2

を含むガラス組成物から形成された複数のガラス繊維であって、Ａｌ2Ｏ3／ＭｇＯの質量
パーセント比が２．０未満であり、前記ガラス繊維が少なくとも４８００ＭＰａの引張り
強さを有する、複数のガラス繊維と
を含む、強化複合生成物。
〔２０〕風力翼の形態である、前記〔１９〕に記載の強化複合生成物。
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